
耐粒界腐食性および耐応力割れ性に優れたオーステナイト系ステンレス鋼および
その製造方法（特許第5756935号）

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構保有特許

腐食の起点となるオーステナイト系ステンレス鋼の結晶粒界における不純物元素を低減することにより、
高酸化性イオンを含む高濃度硝酸溶液の沸騰伝熱面腐食環境下や軽水炉炉心のように中性子照射を
受ける高温高圧水中環境下における粒界腐食や応力腐食割れに対する耐食性を高めことができる。

技術的特長

腐食の起点となるオーステナイト系ステンレス鋼の結晶粒界における不純物元素、特にＢを極力低減す
ること、望ましくは完全に除去することにより、高酸化性イオンを含む高濃度硝酸溶液の沸騰伝熱面腐
食環境下や軽水炉炉心のように中性子照射を受ける高温高圧水中環境下における粒界腐食や応力腐
食割れに対する耐食性を高めることができる。

発明の効果

粒界腐食や応力腐食割れが発生するプラントで活用される。

（1）軽水炉原子力発電所 （2）再処理プラント

本特許の活用用途

ご相談は下記まで御連絡ください
〒３１９－１１９５

茨城県那珂郡東海村白方白根２－４
ＴＥＬ：０２９－２８２－６４６７
ＦＡＸ：０２９－２８４－３６７９

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
研究連携成果展開部
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【表１】に示す化学組成を有する
オーステナイト系ステンレス鋼150
ｋｇを真空誘導溶解（VIM）し、真空
中で金型に鋳込み、鋳塊を得た。

【表２】に鋼番B、K、Lから6㎜の
板材を製造した加工方法を示す。

【表３】に試験結果を示す。化学
組成および製造工程が本発明の
請求範囲内のものであれば、良
好な耐粒界腐食性や耐応力腐食
割れ性が得られることが分かる。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

１．既公開特許文献記載のオー
ステナイト系ステンレス鋼材又
はその製造方法を使用しても
激しい粒界腐食が生ずる問題
が依然として残っている。

２．既公開特許文献記載のオー
ステナイト系ステンレス鋼材で
は、中性子照射を受ける高温
高圧水中環境で使用できうる
耐食性を得ることができないと
いう問題があった。

従来の問題点
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【表１】

【表２】鋼番Ｂ、Ｋ、Ｌの加工方法 【表３】評価試験結果

VIM；真空誘導溶解、EB；電子ビーム再溶解


